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高齢者の体力(5)

高齢者の体力（５）

渡辺政史．松本三紀雄（法政大学）

中''’三男・'''1垣芳之（美'11苑）

１．はじめに

著者達は現在の高齢化社会で、人々が健やかな心・身を保つための手がかりを得るために、苑生

活者の１１１'|定を行ってきた。今lnlも数種目のiIlll定と生活活動能力の調査を行い検討を行ったので報告

する。

2．方法

（１）期日平成元年１１月１３日

（２）場所八王子市美IlllIIJ美111兆

（３）対.象６７才から８６才までの健康な男女２８名

男性11名平均７５．１才

女性１７名平均７７．９才

（４）測定種'二|と内容

体格測定は身体と体重、これにもとづいてローレルｌＨ数を算出した。

体力測定は長座体前屈（柔軟性）、閉ｌｌＲそん届（脚部柔軟性、平衡性）、台昇降（脚部敏捷性）、

蹴一前脛擦り（脚運動敏捷性、小脳機能）、握ﾉ］（筋力）、閉眼片足立（平衡性、老化度）、単純

反応時間（反応時間）、生活活動能力、長谷)||式簡易知能評Iilliである。尚体力測定の各種目の方法
６） 

は本紀要の５号、６号に詳ﾎ111が記載してあるのでここでは省略する。又今'111は屋外の測定開始と同

時に雨天となったため、５分llI1歩走、ジグザグ歩走は'１１止した。

歴年経過については１９８４年以来の３～５年間の変化を検討した。

－２７－ 
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3．結果と考察

１０） 

体格についてローレノレ桁数を算１１)した。又)llLiiMiとやせの判定表、図によると

男`性女性

やせすぎ１３

やせぎみ３１

ふつう４８

ふとりぎみ３４

ふとりすぎ０１

であり特別な{頃１句はみられない。

長座体前屈は男性が平均-2.8､ＳＤ9.3､女性が－１．１，ＳＤ7.9とそれぞれ昨年より柔かさを示した。

閉眼そん届は男性平均33.27秒、ＳＤ28.33､女性が28.01秒、ＳＤ２５７９であった。昨年と比較す

ると男性が17.27秒、女性が１８秒それぞれｈⅡ|っている。

台昇降は男性14.81回|､女性12.91m|であった。昨年と比較すると男性０．２１回|、女性は１．５Ⅲ|少ない。

ｌＭｉ－前脛は男女とも昨年を下lm1っている。男性がlOlIll、女性が191m|少ない。

握力は男'性が２．６ｋｇ、女性が２．７５ｋｇ少ない。

閉眼片足立は男性が1.2秒、女性が0.6秒昨年より高い。

単純反応時'１Mは男性が62.6秒、女性が９．５秒速い。

生活活動能力は男性が12.8、女性１４．１はiijlnlと比較すると男性が0.8低〈女性は0.9高い゜
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Ｎ ０． 氏名 年）１１１ 年齢

身反

ｃｌｎ 

体亜

k９ 

ローレル

指数

座長

’ 一Ⅱ１ １ ’１ １ 体

Ｉ Ｉ Ｉ Ｃ 

閉'1Kそん

)iW姿勢

秒

台ﾀ１．降

／30秒

蹴一前脛すり

右足 左足

lm1／30秒llm1／30秒

１ Z.Ｕ、 Ｔ1１．９．２８ 6７ 165.0 59.0 131.0 ８ 60.0 1３ 2６ 2５ 

２ .Ｃ、 Ｔ９．５．１３ 6９ 152.5 58.0 164.0 1０ 60.0 2１ 6３ 6７ 

３ Ａ､Ｌ Ｔ８．１１．１ 7０ 160.5 53.5 129.0 1０ 60.0 1５ 2４ 2５ 

４ Ｋ､Ｙ、 Ｔ５．１０．７ 7３ 157.5 52.0 133.0 ０ 60.0 1７ 2９ 2４ 

５ Ｈ､Ｋ、 Ｔ３．９．２４ 7５ 159.6 65.0 160.0 －１２ 3.6 1５ 2５ 3３ 

６ F､Ｎ， Ｔ３．４．６ 7５ 155.0 48.0 129.0 －３ 3.5 1５ 1９ 1７ 

７ Ｔ､Ｔ、 Ｍ4５．７．１５ 7７ 159.0 50.5 126.0 ２ 5.1 ９ 1２ 10 

８ Ｔ・Ｓ． Ｍ4４．１２．１２ 7７ 146.3 46.0 147.0 －１２ 60.0 ７ 1７ 1４ 

９ Ｋ､Ｋ、 Ｍ4３．３．３０ 7９ 148.4 55.0 168.0 －１３ 11 1５ 1５ 

10 Ｔ・Ｋ． Ｍ4０．４．１ 8２ 161.0 45.5 109.0 11 6.4 2５ 3５ ９ 

11 Ｋ､Ｍ、 Ｍ4０．３．２６ 8２ 154.0 45.0 123.0 1１ 1４．１ 10 1５ 1０ 

(データ数）Ｎ 1１ 11 11 11 11 10 1１ 1１ 1１ 

(平均）Ｍ 75.1 156.25 52.50 138.09 －２．８ 33.27 14.8 25.5 22.6 

(標堆(１１６錐）Ｓ､I)． 5.0 ５６５ 6.39 18.94 9.3 28.33 5.1 1４．２ 16.6 
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表２
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１２Ｍｌ２０２２１１）２ 

２７２）１１１２１０ｌｌ０〔

】〕）Ｍ（２２２２）1１１２２Ｍ

〕７１｝８０２｝２７２ｌｌｌ２

２２７Zｂ〕２１１４１

２２８２０１１１１４）２ 

１１））１２４（８１１ｌｌｌ２１ 

２２）２１０１１１２４｝１１２４ 

１（２２（0７２ｌｌｌ 

ｌｌ２２２２２１〕１

Ⅲ￣■■■■－mｍ 
ｍＦ■￣■嗣■囮、■咽皿ⅢⅢ、■而而

－用。ⅢⅢ■服■ⅢⅢ。Ⅲ囮

川’'一

■■皿
、■、■■、■厨、印四ｍ■、皿■、
、Ⅲ￣Ⅲ口田圃■

－２９－ 

ＮＣ 

握力

一ＩＣＣｆ１Ｌ瓜 ・晩ｐＣ千比し瓜
平

k９ 

W111H片足立ち

右秒 左秒

｣'1純

反応llfllll

ｍｓｅｃ 

i１Ｉｉ柄動能力

知的 り１ １ 啼壹ＩＣＹ００ ｔ ノー 社会的 合計

長谷川式

テスト

得点

１ 3０ 3７ 33.5 １ ３ 230 ３ ５ ３ 11 13.5 

２ 4２ 4２ 42.0 ４ ２ 215 ５ ５ ５ 1５ 32.5 

３ 2０ 2７ 23.5 11 1２ 300 ５ ５ ５ 1５ 30.0 

４ 3５ 3３ 34.0 ２ ２ 229 ４ ４ ４ 1２ 23.0 

５ 3７ 3９ 38.0 ２ ３ 272 ４ ４ ３ 11 26.5 

６ 2６ 2７ 26.5 ３ ２ 449 ４ ５ ５ 1４ 

７ 2４ 2８ 26.0 1 １ 314 ４ ４ ３ 1１ 25.5 

８ 1４ 1３ 1３．５ 1 ２ 468 ４ ４ ３ 1１ 23.5 

９ 2５ 2３ 24.0 １ 1 )5２ ４ ３ ４ 1１ 24.5 

10 1０ 2５ 26.0 ７ ５ 231 ５ ５ ５ 1５ 

1１ 1１ 2０ 24.5 ２ ２ 239 ５ ５ ５ 1５ 

Ｎ 1１ 1１ 1１ 11 1１ 1１ 11 11 11 1１ ８ 

Ｍ 28.1 28.5 28.32 3.2 3.2 299.9 4.3 4.5 4.1 1２．８ 24.88 

S､，． 7.9 8.6 7.94 3.2 3.1 89.3 0.6 0.7 0.9 Ｌ９ 5.64 

Ｎ ０． 氏名 年）｝’１ 年齢

身及

ｃｎ１ 

体ＪＫ

k９ 

ローレノレ

指数

l〕そ座

体iiij1ll（

ｃ、

UNI|}〔そん

届姿勢

秒

台タ|･降

／30秒

ｌＭｌ－前脳すり

右足

／30秒

左足

／30秒

１ Ｍ・Ｌ Ｔ1１．４．１２ 6７ 156.0 44.2 116.0 1０ 60.0 1６ 2０ 2２ 

２ S､Ｍ、 Ｔｌ０．８．７ 6８ 157.0 44.0 114.0 60.0 2４ 2７ 

３ Ｋ､Ｍ、 Ｔ９．９．２２ 6９ 135.0 40.0 163.0 －７ 3.3 10 1９ 1５ 

４ Ｃ､Ｋ、 Ｔ８．７．２８ 7０ 145.0 61.0 200.0 －１２ 60.0 1６ 5７ 5２ 

５ F､Ｙ、 Ｔ６．７．２０ 7２ l`16.4 45.0 143.0 10 8.6 1６ 2３ 2１ 

６ Ｋ， Ｔ４．１０．５ 7４ 130.0 `17.0 214.0 －１１ 0.0 ９ 1５ 1７ 

７ Ｋ､Ｋ、 Ｔ２．９．８ 7６ 141.2 46.0 163.0 ４ 60.0 1７ 2９ 3１ 

８ Ｋ､Ｔ、 Ｔ２．６．９ 7６ 136.0 35.0 139.0 －１２ 1７．２ 1４ 1７ 2０ 

９ ILO． Ｍ4２．５．５ 8０ 136.5 40.0 157.0 －９ 5.8 1７ 1６ 1５ 

10 Ｙ・Ａ． Ｍ4１．１．２５ 8１ 136.5 39.0 153.0 －２ 38.0 1０ 1９ 1９ 

1１ Ｃ､Ｍ、 Ｍ4０．１１．２６ 8１ 142.3 50.0 174.0 ８ ６ ５ ６ 

1２ Ｆ､Ｋ、 Ｍ3８．６．５ 8‘Ｉ 139.5 45.0 166.0 ３ 1.3 1５ 1６ 1９ 

1３ I〈.Ｎ、 Ｍ3７．１１．３ 8５ 145.6 55.0 178.0 －６ 1.4 1３ 1７ 1６ 

1４ Ｙ､Ｎ、 Ｍ3７．９．６ 8５ 150.0 60.0 178.0 －５ 1３ 1８ 1５ 

1５ Ｔ､Ｌ Ｍ3７．２．５ 8５ 146.0 53.0 170.0 ３ 32.9 ８ 1４ 1５ 

1６ ＴＭ． Ｍ3７．１．２ 8５ １４１.(） 32.0 １１４.(） ３ 60.0 1４ 2５ 2７ 

1７ S､Ｓ、 Ｍ3６．２．７ 8６ 141.5 42.0 148.0 ６ 11.6 1２ 1５ 1３ 

(データ数）Ｎ 1７ 1７ 1７ 1７ 1６ 1５ 1６ 1７ 1７ 

(平均）Ｍ 77.9 142.68 `15.78 158.24 -1.1 28.01 1２．９ 20.5 20.6 

(標ｉＷ偏差）ＳＪ)． 6.8 7．２１ 8.02 28.02 7.9 25.79 3.4 10.8 10.0 
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表４

手’一一十一岸一博屋｜帷｜」郷
台昇降、跳一前脛、握力の３秘[|以外は昨年を上|Ⅱ|った。しかし低下のみられたこの３櫛||は'三１

常生活の歩行運動や生活活動に111本的に必要と考えられる能力である。力Ⅱ齢による自然なL腿１１現象

であるか否かを今後継続して検討しなければならない。もしも力Ⅱ齢によるものであれば閉ｌｌＲ片足立

も低下するものと考えられるが平均値で倣かに上ｌｎ１っている。

今ln1のillll定で年齢と各櫛'三|の相関を求めた結果は長Ⅱ4体iiij1ill（男ｒ＝－．８５Ｐ＜0.001）そん居

（男ｒ＝－．６７Ｐ＜、０５）がみられた。女性には各櫛'１と年齢との机関はみられなかった。

各種[ＩｌｌＵの関係をみると、体重一ローレル指数で（男ｒ＝0.63Ｐ＜005,女ｒ＝0.65Ｐ＜0.01)であ

る。苑内の不活動傾向であろう。

閉眼そん届は伽一前|ⅡI（（女右ｒ＝0.58Ｐ＜0.05,左ｒ＝0.68Ｐ＜0.01)を示したが男性ではみられな

い６

台昇降と睡一前脛で（男右ｒ＝0.71Ｐ＜0.05,女右ｒ＝0.53Ｐ＜0.05,女左ｒ＝0.56Ｐ＜0.05）

台昇降一社会的能力で（男ｒ＝Ｏ６７Ｐ＜0.05,女ｒ＝0.66Ｐ＜0.01）

台昇降一生1活的能力で（女ｒ＝0.57Ｐ＜0.05)を示した。台昇降は１１常生活の歩行に関する能力も

反映されるのであろう。

閉眼片足立一社会的能力で（男右ｒ＝0.63Ｐ＜0.05)、WjlllU+足立一種目合計で（男右ｒ＝0.71

Ｐ＜0.05)、WjllR片足立一11i純反応時１１'１で（女左ｒ＝0.73Ｐ＜0.01)がみられた。

種目合計と知的、4k活的、社会的の相関は知的（男ｒ＝Ｏ８４Ｐ＜0.01,女ｒ＝0.84Ｐ＜0.001)、LIiliili「

－３０－ 

Ｎ ０． 

梶ノノ

ＣｌｍＣ Ｊ１Ｌ凪
/,舌

ｋ ９ 

JIA 

ｋ 図

|V111}ｌハ･ｌｌＬ立ち

右秒 左秒

111 純

反応時''１１

ｍｓｅｃ 

11《ｉＮｉｉＨｉ動能ノノ

知的 ﾉlii1viiI(｝ ｉl:会的 イテ計

長谷111式

テスト

１１Ｍ 

１ 2４ 2２ 23.0 1７ 1１ 295 `Ｉ ５ ５ l`Ｉ 31.5 

２ 2４ 2５ 2`１．５ Ｉ ２ 263 ５ ５ ５ 1５ 26.5 

３ 1５ ２１ 1８．０ ４ 1９ 802 `Ｉ ５ `１ 1３ 

４ 2１ 2０ 2().５ ２ ２ 210 ５ ５ ５ 1５ 30.5 

５ 1５ 1８ 1６．５ ２ ３ 180 ５ ５ ５ 1５ 

６ 1２ 10 １１．０ １ ２ 504 ｝ `！ ３ 1０ 26.0 

７ 2０ １２ １６．０ ６ `Ｉ 22`！ ５ ５ ５ 1５ 27.0 

８ 1６ １６ 16.0 ３ ３ 38`Ｉ ５ ５ ５ 1５ 27.5 

９ 1６ 1２ l`1.0 ３ ３ 2１１ `１ ５ ５ 1４ 19.0 

10 1５ 1４ l`1,5 ３ イ 2１１ ５ ５ ５ 1５ 

1１ 2１ 2(） 20.5 ４ ３ 353 ） ３ ３ ９ 

1２ 1５ l`Ｉ l`１．５ ２ 253 ５ ５ ５ 1５ 27.0 

1３ 1４ 1８ 1６．０ ２ ２ 1８４ ５ `Ｉ ５ 1４ 

lイ 2３ 2３ 23.0 １ 286 `Ｉ ４ ４ 1６ 

1５ 1２ 1２ 12.0 ３ ２ 215 ５ ５ ５ 1５ 32.5 

1６ ﾙ！ 10 1２．０ １ ２ 222 ５ ５ ５ 1５ 

1７ 1５ 1５ １５．０ ３ ６ 223 ５ ５ ５ 1５ ９ 

Ｎ 1７ 1７ 1７ 1７ 1６ １７ 1７ 1７ 1７ 1７ ９ 

Ｍ 17.2 16.6 16.88 ).５ `山Ｉ 295.3 ４．５ 4.7 4.6 14.1 27.50 

S・I)． 4.1 4.7 `1.09 3.7 4.5 154.9 0.7 0６ 0.7 1.9 3.97 
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的（男ｒ＝0.74Ｐ＜0.01,女ｒ＝0.72Ｐ＜001)、社会的（ﾘｊｒ＝0.94Ｐ＜0.001,女ｒ＝0.84Ｐ＜0.001)を

示した。

この結果についてはiMilIjlのものとも今わせて今後のilll1定剛]の選択の際の参考としたい。

表５から表１８までは1985年から１９８９年までの３～６１１Ⅱ|のillll定仙の差を各種'二｜ごとに伽|人別にあ

らわし、この経過をみたものである。

この結采からも高齢者の体力はｲlljl人差がり、く、一つのＩ頃|ｲﾘとしてとらえることは困難である。し

かしそのためにも佃|人の歴年経過をみて|]'iirLMIiでの変化の関連をとらえていかなければならない。

［ 
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表５長座体前屈（ｃ、）男`Ｉ１ｌｉ

氏名 生年月１１ 年令 1984 1985 1986 1987 １９８８ 1989 5年lＩＩ１ 4年|Ⅲ 3年''１１

1 Z.Ｕ、 Ｔ11.9.23 6７ ２ 0 0 ８ －６ 

２ Ｈ・Ｋ． Ｔ９．５．１３ 6９ ５ ２ ７ ６ 1０ －５ 

３ Ｈ,Ｋ、 Ｔ８．１１．１ 7０ ０ ７ ６ ２ 1０ －１０ 

４ Ｈ・Ｋ． Ｔ３．９．２４ 7５ ０ －１４ －１４ 0 －１２ －１２ 

５ Ｆ､Ｎ、
〃

ｒ３．４．６ 7５ ７ －８ ６ ３ －４ 

６ Ｔ､Ｔ、 Ｍ45.7.15 7７ ５ －１２ －１５ －１０ ５ 

７ Ｋ､Ｋ、 Ｍ43.3.30 7９ －２１ －２４ －２９ －１２ －１１ 

８ ＫＭ． Ｍ40.3.26 8２ ０ －８ －１７ ０ -11 1１ 

表６閉llRそん居（sｅｃ ）男性

氏名 生年月 年令 1984 1985 1986 1987 1988 １９８９ 5年IHI 4年ＩＨＩ 3年|H１

１ Z.Ｕ、 Ｔ11.9.23 6７ 3.5 6０ (） 6０ －５６．５ 

２ Ｈ､Ｋ、 Ｔ９．５．１３ 6９ 6０ 6０ 37.2 6０ ０ 

３ Ａ､1． Ｔ8.11.1 7０ 6０ 6０ 2.5 6０ ０ 

４ Ｈ・Ｋ． Ｔ３．９．２４ 7５ 12.3 1７ 4.7 3.6 8.7 

５ F､Ｎ、 Ｔ３．４．６ 7５ ７ 4.5 3.5 3.5 

６ Ｔ､Ｔ、 Ｍ45.7.15 7７ 6０ 22.1 5.1 54.9 

７ Ｋ､Ｋ、 Ｍ43.3.30 7９ ５ 2３ (-17） 

８ Ｋ､Ｍ Ｍ40.3.26 8２ 26.8 6０ 21.1 14.1 12.7 

表７台昇降（|､）リj性

年令 生年月'１ 年令 1984 1985 1986 1987 1988 1989 5年lIl］ 4年'１１１ 3年lli

１ Z.Ｕ、 Ｔｌ1．９．２３ 6７ 1１ 1２ １０ 1３ －２ 

２ Ｈ・Ｋ． Ｔ９．５．１３ 6９ 2２ 1７ 2５ ２１ １ 

３ Ａ､Ｌ 
夕

ｒ８．１１．１ 7０ １３ 1３ 1４ 1５ －２ 

４ Ｈ,Ｋ、 Ｔ３．９．２４ 7５ 1４ 1１ 1７ 1５ －１ 

５ Ｆ､Ｎ、 Ｔ３．４．６ 7５ １７ 1６ 1５ ２ 

６ Ｔ､Ｔ、 Ｍ45.7.15 7７ ９ ８ 1５ ６ 

７ Ｋ､Ｋ、 Ｍ43.3.30 7９ 1７ 1２ ９ ８ 

８ ＫＭ． Ｍ40.3.26 8２ 1７ 1３ 1５ 1５ ２ 
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表８跳一ijil脛擦l）（lｕ ）男性

氏名 年月'三１ 年令 1984 1985 1986 1987 1988 1989 5年'''１ 4年間 3年|H１

１ Ｚ.Ｕ、 Ｔ１Ｌ９､2３ 6７ 22.5 2５ 22.5 22.5 ０ 

２ Ｈ・Ｋ． Ｔ９，５．１３ 6９ 34.5 35.5 44.5 5０ 6５ -30.5 

３ .Ｋ、 Ｔ８．１１．１ 7０ 26.5 24.5 2８ 4５ 24.5 ２ 

４ Ｈ・Ｋ． Ｔ３．９．２４ 7５ 26.5 24.5 2４ －２．５ 

５ Ｆ､Ｎ、 Ｔ３．４．６ 7５ 2２ 2４ 4０ 1８ ４ 

６ Ｔ､Ｔ、 Ｍ45.7.15 7７ 36.5 3２ 1９ 1１ 25.5 

７ Ｋ､Ｋ、 Ｍ43.3.30 7９ 2５ 1７ 2６ 1５ 1０ 

８ ＫＭ． Ｍ40.3.26 8２ 1８ 2１ 24.5 3０ 12.5 5.5 

表９握力（kg)男性

氏名 生年月「１ 年令 1984 1985 1986 1987 1988 １９８９ 5年''1１ 4年'''１ 3年'１１１

１ ＺＵ． Ｔ11.9.23 6７ 3５ 3４ 3４ 32.5 1.5 

２ Ｈ､Ｋ、 Ｔ９．５．１３ 6９ 40.5 41.5 43.5 42.5 4２ －１．５ 

３ Ａ､Ｌ Ｔ８．１１．１ 7０ 3２ 3１ 32.5 3３ 33.5 23.5 －１．５ 

４ Ｈ､Ｋ、 Ｔ３．９．２４ 7５ 3６ 4３ 45.5 40.5 39.5 3８ ２ 

５ Ｆ､Ｎ、 Ｔ３．４．６ 7５ 3１ 34.5 3１ 3１ 26.5 4.5 

６ Ｔ､Ｔ、 Ｍ45.7.15 7７ 2６ 3０ 23.5 2６ ０ 

７ Ｋ,Ｋ、 Ｍ43.3.30 7９ 2７ 2６ 2７ 2５ 2４ ３ 

８ Ｋ､Ｍ Ｍ40.3.26 8２ 24.5 

表１０閉llR片足立 (sec)男性
年令 年月日 年令 1984 1985 1986 1987 1988 1989 5年|川 4年間 3年１１１１

１ Z.Ｕ、 Ｔ11.9.23 6７ ２ ３ ２ ２ 0 

２ ＨＫ． Ｔ９．５．１３ 6９ ４ ３ １ ７ ３ １ 

３ Ａ､Ｌ 
〃

ｒ８．１１．１ 7０ ９ ５ ４ ７ ３ 11.5 －２，５ 

４ Ｈ､Ｋ、 Ｔ３．９．２４ 7５ １ ３ １ １ 2.5 －Ｌ５ 

５ Ｆ､Ｎ、 Ｔ３．４．６ 7５ ３ ３ ２ ３ 2.5 0.5 

６ Ｔ,Ｔ、 Ｍ45.7.15 7７ １ ４ １ １ ０ 

７ Ｋ､Ｋ、 Ｍ43.3.30 7９ １ １ １ １ ０ 

８ Ｋ､Ⅱ Ｍ40.3.26 8２ ８ 11 ４ １ １ ２ ６ 

表１１単純反応時間(msec)男性

氏名 年月日 年令 1984 1985 1986 1987 1988 1989 5年|H１ 4年間 3年'１Ⅱ

１ Ｚ.Ｕ、 Ｔｌ19.23 6７ 310 203 343 230 －２０ 

２ Ｈ､Ｋ、 Ｔ９．５．１３ 6９ 292 224 214 215 7７ 

３ Ｈ､Ｋ、 Ｔ８．１１．１ 7０ 332 354 244 337 300 5４ 

４ Ｈ､Ｋ、 Ｔ３．９．２４ 7５ 454 438 335 459 272 166 

５ Ｆ､Ｎ、
〃

ｒ３．４．６ 7５ 375 272 2９１ 449 －１７７ 

６ Ｔ､Ｔ、 Ｍ45.7.15 7７ 397 801 314 8３ 

７ ＫＫ． Ｍ43.3.30 7９ 523 413 283 352 6１ 

８ Ｋ､Ｍ、 Ｍ40.3.26 8２ 557 337 241 337 239 9８ 
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表１２長座体前屈(c、)女性

氏名 生年月日 年令 1984 1985 １９８６ 1987 １９８８ 1989 5年間 4年間 3年間

１ ＫＭ． Ｔ９．９．２２ 6９ －１１ －１３ ７ －４ 

２ Ｃ､Ｋ、 Ｔ８．７．２９ 7０ －１２ －２５ －１６ －１２ ０ 

３ Ｆ､Ｙ、 Ｔ６．７．２０ 7２ ８ 1２ ７ １０ －２ 

４ Ｋ､Ｋ、 Ｔ２．９．８ 7６ ３ －１ ４ －７ 

５ Ｈ､０． Ｍ4２．５．５ 8０ ０ －１１ ９ ９ 

６ Ｋ､Ｎ、 Ｍ37.11.3 8５ ７ －１１ ６ －１ 

７ Ｙ､Ｎ、 Ｍ3７．９．６ 8５ ９ －１０ －５ －４ 

８ ＴＭ． Ｍ3７．１．２ 8５ ５ ５ ３ ２ 

表１３閉眼そん居(sec)女性
年令 生年月日 年令 1984 1985 1986 1987 1988 １９８９ 5年間 4年間 3年間

１ Ｋ､Ｍ Ｔ９．９．２２ 6９ 6.8 6０ 3.3 3.5 

２ Ｃ､Ｋ、 Ｔ８．７．２９ 7０ 35.3 1６ 6０ －２４．７ 

３ Ｆ､Ｙ、 Ｔ６．７．２０ 7２ 7.1 1０ １ 8.6 －１．５ 

４ Ｋ､Ｋ、 Ｔ２．９．８ 7６ 6０ 23.8 6０ ０ 

５ Ｈ､Ｏ、 Ｍ4２．５．５ 8０ 6０ 5.8 54.2 

６ Ｋ､Ｎ、 Ｍ37.11.3 8５ 23.7 11.3 1.4 22.3 

７ Ｙ､Ｎ、 Ｍ3７．９．６ 8５ 6０ 2.1 

８ Ｔ・肌 Ｍ37．Ｌ２ 8５ 27.4 6０ 6０ －３２．６ 

表１４台昇降（回）女性
氏名 生年月日 年令 1984 1985 1986 1987 1988 1989 5年間 4年間 3年間

１ Ｋ､Ｍ、 Ｔ９．９．２２ 6９ 1６ １０ １０ ６ 

２ Ｃ,Ｋ、 Ｔ８．７．２９ 7０ 1６ １６ 1６ ６ 

３ Ｆ､Ｙ、 Ｔ６．７．２０ 7２ 1６ 1６ １６ 1６ ０ 

４ Ｋ､Ｋ、 Ｔ２．９．８ 7６ １７ 1８ 1７ ０ 

５ Ｈ,０． Ｍ4２．５．５ 8０ 1６ 1７ －１ 

６ Ｋ､Ｎ、 Ｍ37.11.3 8５ 1２ 1１ 1３ －１ 

７ Ｙ､Ｎ、 Ｍ3７．９．６ 8５ 1５ 1４ 1３ ２ 

８ Ｔ,Ｍ Ｍ3７．１．２ 8５ １３ 1２ 1３ 1４ －１ 

表１５踵－前脛擦り（回）女性
氏名 生年月日 年令 1984 1985 1986 1987 1988 1989 5年間 4年間 3年間

１ Ｋ､Ｍ Ｔ９．９．２２ 6９ 1０ 34.5 1７ －７ 

２ C､Ｋ、 Ｔ８．７．２９ 7０ 32.5 32.5 3１ 54.5 -22 

３ Ｆ､Ｙ、 Ｔ６．７．２０ 7２ 2６ 2６ 4０ 3２ ４ 

４ Ｋ､Ｋ、 Ｔ２．９．８ 7６ 3２ 49.5 3０ (2) 

５ Ｈ､０． Ｍ4２．５．５ 8０ 2８ 1４．５ 15.5 12.5 

６ Ｋ､Ｎ、 Ｍ37.11.3 8５ １９ 50.5 16.5 3.5 

７ Ｙ,Ｎ、 Ｍ3７．９．６ 8５ 1８ 1９．５ 1６．５ 2.5 

８ Ｔ､Ｍ、 Ｍ37．Ｌ２ 8５ 25.5 2５ 2６ －０．５ 
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４．まとめ

今回の測定で天候の影響から歩行illI定が実施できなかったことは報告内容の不ｲilliと反省している。
４） 

「高齢者の生活に必要な体力は歩行に関係する体ﾉJ」との指摘の通りである。

各個人の櫛'二1別の経年変化は必ずしも力１１齢とともに低下していくことが表われず、横這い状態や

向上がみられるものあった。これは高齢に至るほど個人差が強くあらわれ、又数年'１１]は現状維持が

続いたり、急激な~「降が表われたりするものであろう。その様な現象時の対･策が上上活の巾で必要と

されるのであろう。今回も苑生活者の体力が在宅者よ'）も低い傾向がみられたが、その高低よりは

健康度と余衲の長短の関連を検討しなければならないであろう。

－３４－ 

表1６握力(kg)女性

年令 生年月日 年令 1984 1985 1986 1987 １９８８ 1989 5年'''１ 4年間 3年'''１
１ Ｋ・Ｍ Ｔ９．９．２２ 6９ 2３ 21.5 1８ ５ 

２ Ｃ､Ｋ、 Ｔ８．７．２９ 7０ 2６ 2５ 2７ 20.5 5.5 

３ Ｆ,Ｙ、 Ｔ６．７．２０ 7２ 2０ 21.3 2２ 16.5 3.5 

４ Ｋ､Ｋ、 Ｔ２．９．８ 7６ １７．５ 1９ 1６ 1.5 

５ ＨＯ． Ｍ4２．５．５ 8０ 1２ 16.5 1６ 1４ -２ 

６ Ｋ,Ｎ、 Ｍ3７．１１．３ 8５ 17.5 14.5 １６ Ｌ５ 

７ Ｙ､Ｎ、 Ｍ3７．９．６ 8５ 2４ 24.5 2２ 2３ １ 

８ ＴＭ． Ｍ3７．１．２ 8５ 18.5 １５ １２ 5.5 

表１７閉眼片足立(sec)女性

氏名 生年月［１ 年令 1984 １９８５ 1986 1987 1988 1989 5年間 4年間 3年ＩＨＩ
１ ＫＭ． Ｔ９．９．２２ 6９ 2１ ７ 11.5 9.5 

２ Ｃ､Ｋ、 Ｔ８．７．２９ 7０ ２ ４ ８ ２ 0 

３ F､Ｙ、 Ｔ６．７．２０ 7２ ５ ２ ２ 2.5 2.5 

４ Ｋ､Ｋ、 Ｔ２．９．８ 7６ ２ ６ ５ (－３） 
５ Ｈ､０． Ｍ4２．５．５ 8０ ４ ４ ８ ３ １ 

６ Ｋ､Ｎ、 Ｍ37.11.3 8５ ５ ２ ２ ３ 

７ Ｙ､Ｎ、 Ｍ3７．９．６ 8５ ３ ２ 1 １ ２ 

８ ＴＭ． Ｍ3７．１．２ 8５ ３ ３ 1.5 1.5 

表１８ 【 i純反応時間(msce)女`性

氏名 生年月「１ 年令 1984 1985 1986 1987 1988 1989 5年間 4年間 3年lHI

１ ＫＭ． Ｔ９．９．２２ 6９ 356 280 802 -446 

２ Ｃ､Ｋ、 Ｔ８．７．２９ 7０ 236 257 210 2６ 

３ Ｆ､Ｙ、 Ｔ６．７．２０ 7２ 219 248 １８０ 3９ 

４ Ｋ､Ｋ、 Ｔ２．９．８ 7６ 237 227 224 1３ 

５ Ｈ､Ｏ、 Ｍ4２．５．５ 8０ 376 277 211 165 

６ Ｋ､Ｎ、 Ｍ37.11.3 8５ 243 242 184 5９ 

７ Ｙ,Ｎ、 Ｍ3７．９．６ 8５ 508 370 464 286 222 

８ ＴＭ． Ｍ37．Ｌ２ 8５ 239 204 222 1７ 



高齢者の体力(5)

おわりに高齢者の健康や体力の測定に種々助言をいただいた東京聖路力Ⅱ病院看謹大学々長日野原

重lﾘ]先生に感謝いたします。
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